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● 
同
盟
文
芸

　
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
─
─
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
制
作

　
支
援
運
動
の
中
、
詩
吟
「
あ
あ
伊
藤
千
代
子
追
悼
詩
」
を
創
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
越
　
　
暁

　

私
た
ち
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
滋
賀
県
本
部
は
映
画
「
わ
が
青

春
つ
き
る
と
も
─
─
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
の
制
作
支
援
運
動
の

一
環
と
し
て
詩
吟
「
伊
藤
千
代
子
追
悼
詩
」
を
つ
く
り
、
私
が
所

属
し
て
い
る
革
新
の
詩
吟
団
体
「
新
興
吟
詠
会
」
を
通
じ
て
今
、

全
国
各
地
の
新
興
吟
詠
会
支
部
や
同
映
画
制
作
支
援
の
会
の
「
つ

ど
い
」
な
ど
で
こ
の
詩
吟
が
吟
詠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
詩
吟
を
つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
藤
田
廣
登

さ
ん
の
「
時
代
の
証
言
者　

伊
藤
千
代
子
」
を
読
ん
で
改
め
て
千

代
子
の
生
き
ざ
ま
に
感
動
し
た
こ
と
。
新
興
吟
詠
会
滋
賀
県
支
部

で
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の
学
習
を
し
て
い
る
中
か
ら
私
に
作
詩

を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

詩
吟
は
「
上
平
声
十
三
元
」
の
平
仄
や
押
韻
に
沿
っ
た
漢
詩
形

態
と
し
、
藤
田
廣
登
さ
ん
著
書
名
に
あ
る
「
伊
藤
千
代
子　

時
代

の
証
言
者
」
の
文
字
と
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
な
ど
の
言
葉
を
詩

文
に
加
え
る
た
め
７
字
４
行
の
七
言
絶
句
の
中
に
短
歌
や
俳
句
を

挿
入
す
る
漢
詩
の
作
法
に
沿
っ
て
７
字
４
行
の
句
を
加
え
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
句
に
も
７
字
目
の
押
韻
を
加
え
て
い
る
の
で
漢
詩
の

作
法
を
き
ち
ん
と
整
え
た
詩
吟
と
し
て
新
興
吟
詠
会
（
本
部
・
大

阪
市
）
の
お
墨
付
き
を
得
、
新
興
吟
詠
会
の
大
阪
、
東
京
、
京
都
、

滋
賀
、
北
海
道
な
ど
の
各
支
部
で
吟
詠
さ
れ
詠
い
継
が
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
同
映
画
支
援
の
会
運
動
の
中
、
藤
田
廣
登
さ
ん
の
も
と

で
千
代
子
の
生
家
長
野
県
の
諏
訪
や
、
千
代
子
の
獄
中
書
簡
が
見

つ
か
っ
た
北
海
道
苫
小
牧
で
も
、
こ
の
「
あ
あ
伊
藤
千
代
子
追
悼
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詩
吟
」
が
紹
介
さ
れ
吟
詠
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
改
め
て
伊
藤
千

代
子
映
画
運
動
の
広
が
り
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　

今
、
政
権
交
代
へ
向
け
て
の
市
民
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、
コ

ロ
ナ
禍
の
閉
塞
感
を
も
乗
り
越
え
た
「
伊
藤
千
代
子
映
画
」
支
援

の
輪
が
、
こ
の
詩
吟
も
含
め
て
さ
ら
に
広
ま
り
ま
す
よ
う
念
じ
て

や
み
ま
せ
ん
。

（
き
ご
し　

さ
と
る
・
同
盟
滋
賀
県
本
部
幹
事
、
新
興
吟
詠
会
滋
賀

県
支
部
会
員
）
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